
来
春
の
統
一
地
方
選
挙

と
参
議
院
選
挙
勝
利
を
め

ざ
す
第
３
回
山
形
県
赤
旗

ま
つ
り
が

日
、
寒
河
江

28

市
の
チ
ェ
リ
ー
ラ
ン
ド
さ

が
え
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

紙
智
子
参
院
議
員
、
は

ま
だ
藤
兵
衛
参
院
県
選
挙

区
予
定
候
補
、
関
と
お
る

県
議
ら
が
決
意
表
明
し
、

党
鶴
岡
市
議
団
５
人
を
は

じ
め
県
内
の
地
方
議
員
、

予
定
候
補
者
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

田
村
智
子
参
院
議
員
・

党
副
委
員
長
は
記
念
講
演

で
、
安
倍
首
相
が
所
信
表

明
演
説
で
改
憲
の
議
論
を

呼
び
か
け
た
こ
と
に
つ
い

て
「
沖
縄
で
は
、
民
意
を

無
視
し
て
辺
野
古
の
埋
め

立
て
強
行
を
図
り
、
憲
法

の
地
方
自
治
を
踏
み
に
じ

る
。
憲
法
を
無
視
す
る
政

権
に
憲
法
を
語
る
資
格
な

し
」
と
訴
え
ま
し
た
。

紙
智
子
参
院
議
員
は
、

「
日
米
合
意
は
Ｔ
Ａ
Ｇ
交

渉
（
物
品
貿
易
協
定
）
」

と
い
う
造
語
を
使
っ
て

「
Ｆ
Ｔ
Ａ
で
は
な
い
」
と

国
民
を
欺
く
安
倍
官
邸
農

政
と
た
た
か
い
、
４
選
を

め
ざ
し
ま
す
」
と
挨
拶
し

ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
田

村
さ
ん
の
話
が
わ
か
り
や

す
く
面
白
か
っ
た
」
、「
県

内
の
地
方
議
員
が
こ
ん
な

に
多
く
い
る
こ
と
を
知
ら

な
か
っ
た
」
と
い
っ
た
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
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「
輝
く
子
ど
も
た
ち
の

未
来
の
た
め
に
～
保
育
の

質
の
向
上
を
目
指
し
て

～
」
を
テ
ー
マ
に
、
平
成

年
度
鶴
岡
市
保
育
大
会

30が

日
、
鶴
岡
市
中
央
公

27
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。平

成

年
度
か
ら
民
間

24

保
育
園
大
会
と
し
て
開
か

れ
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年

度
か
ら
公
立
保
育
園
も
含

め
た
大
会
に
な
り
ま
し

た
。「

新
保
育
所
保
育
指
針

の
理
解
と
そ
の
実
践
」
と

題
し
、
阿
部
和
子
大
妻
女

子
大
学
教
授
の
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
保
育
所
保

育
指
針
、
幼
稚
園
教
育
要

綱
、
幼
保
連
携
型
認
定
こ

ど
も
園
教
育
・
保
育
要
綱

が
同
時
に
改
定
さ
れ
ま
し

た
。養

護
的
側
面
と
教
育
的

側
面
が
一
体
的
と
な
っ
た

保
育
が
、
ど
こ
で
も
同
じ

よ
う
に
行
わ
れ
る
こ
と
が

目
的
と
な
り
ま
し
た
。

育
み
た
い
資
質
・
能
力

の
基
礎
を
培
う
時
期
と
し

て
、
乳
幼
児
期
の
教
育
は

生
活
と
遊
び
を
通
し
て
の

指
導
を
中
心
に
位
置
づ
け

ら
れ
ま
し
た
。

幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で

に
育
っ
て
ほ
し
い

の
姿

10

（
①
健
康
な
心
と
体
②
自

立
心
③
協
同
性
④
道
徳
性

・
規
範
意
識
の
芽
生
え
⑤

社
会
と
の
関
わ
り
⑥
思
考

力
の
芽
生
え
⑦
自
然
と
の

関
わ
り
・
生
命
尊
重
⑧
数

量
や
図
形
、
標
識
や
文
字

な
ど
へ
の
関
心
・
感
覚
⑨

言
葉
に
よ
る
伝
え
合
い
⑩

豊
か
な
感
性
と
表
現
）
を

基
本
と
し
て
い
ま
す
。

保
育
士
の
処
遇
改
善
の

予
算
を
増
や
す
べ
き

参
加
者
か
ら
の
質
問
で

は
「
保
育
士
不
足
や
給
与

の
保
障
の
対
策
は
後
回
し

で
、
保
育
士
に
重
く
課
せ

ら
れ
る
理
想
的
な
部
分
ば

か
り
だ
。
現
場
で
は
保
育

無
料
化
よ
り
、
保
育
士
を

増
や
し
、
処
遇
を
抜
本
的

に
改
善
す
る
予
算
を
増
や

す
べ
き
だ
」
の
意
見
も
表

明
さ
れ
ま
し
た
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
実
践
を
基
に
、
保
育
の

創
意
工
夫
と
日
頃
の
苦
労

が
話
さ
れ
ま
し
た
。

９
月
市
議
会
で
は
、
共

産
党
市
議
団
が
提
案
し
た

「
保
育
士
の
処
遇
改
善
」

の
意
見
書
が
全
会
一
位
で

決
議
さ
れ
ま
し
た
。

加
藤
鉱
一
、
坂
本
昌
栄

市
議
が
厚
生
常
任
委
員
と

し
て
出
席
し
ま
し
た
。



庄
内
地
区
国
民
健
康
保

険
運
営
協
議
会
連
絡
会
の

研
修
会
が
遊
佐
町
で
開
か

れ
、
庄
内
地
域
の
２
市
３

町
か
ら
委
員
等

人
が
参

37

加
し
ま
し
た
。

戸
別
所
得
補
償
廃
止

と
不
作
の
影
響
を
懸
念

開
催
地
の
時
田
博
機
遊

佐
町
長
が
来
賓
挨
拶
を
行

い
、
「
国
保
に
関
し
て
、

今
年
の
米
所
得
の
減
少
が

心
配
さ
れ
る
。
遊
佐
町
で

は
農
家
に
支
払
わ
れ
て
き

た
戸
別
所
得
補
償
１
俵
当

た
り
７
５
０
０
円
が
無
く

な
っ
た
こ
と
で
約
２
億
円

減
収
、
そ
の
う
え
米
の
作

柄
が
悪
く
２
割
ほ
ど
の
減

収
も
予
想
さ
れ
る
」
と
、

地
域
農
家
の
不
安
の
声

と
、
国
保
へ
の
影
響
に
つ

い
て
触
れ
ま
し
た
。

制
度
改
革
の
背
景
に
加

入
者
減
・
現
役
負
担
増

な
ど
構
造
的
問
題

つ
づ
い
て
、
国
保
制
度

の
諸
情
勢
に
つ
い
て
、
県

国
保
団
体
連
合
会
の
佐
藤

友
弘
常
務
理
事
が
講
演
。

国
の
制
度
改
革
の
背
景
と

し
て
、
国
保
加
入
者
数
の

減
少
と
高
齢
化
に
よ
る
医

療
費
増
加
、
現
役
世
代
へ

の
負
担
増
な
ど
制
度
の
構

造
的
な
課
題
が
あ
る
事
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

庄
内
地
区
の
国
保
被
保

険
者
数
は
平
成

年
度
６

29

万
１
４
８
６
人
（
前
年
比

２
８
２
６
人
減
少
）
、
国

保
世
帯
数
は
３
万
８
２
７

０
世
帯
（
同
１
０
６
４
世

帯
減
少
）
、
人
口
比
の
国

保
加
入
率
は

・
８
％

22

（
同
１
・
３
％
減
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。

※
鶴
岡
市
の
国
保
被
保
険

者
数
は
２
万
８
２
０
１

人
、
世
帯
数
１
万
７
４
３

７
世
帯
、
加
入
率
は

・
22

５
％
。

ま
た
、
平
成

年
度
に

31

向
け
た
国
の
制
度
改
正
で

は
、
市
町
村
が
取
り
組
む

保
険
者
努
力
支
援
制
度

に
、
後
発
医
薬
品
の
使
用

割
合
、
重
複
・
多
剤
投
与

者
に
対
す
る
取
り
組
み
な

ど
の
項
目
が
追
加
さ
れ
ま

し
た
。

点
数
化
さ
れ
た
成
果
を

競
わ
せ
、
予
算
配
分
す
る

仕
組
み
が
一
層
進
む
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。

佐
藤
氏
は
、
県
の
国
保

運
営
で
は
今
後
、
広
域
化

・
効
率
化
が
い
っ
そ
う
求

め
ら
れ
る
と
い
う
認
識
を

示
し
ま
し
た
。

遊
佐
町
は
平
成

年
24

度
か
ら
国
保
税
率
据
え

置
き

情
報
交
換
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
市
町
の
国
保
運
営

状
況
が
示
さ
れ
、
今
年
度

に
保
険
料
率
改
正
を
行
っ

た
の
は
鶴
岡
市
・
酒
田
市

・
三
川
町
の
３
自
治
体
で

し
た
。

庄
内
町
・
遊
佐
町
は
改

正
せ
ず
、
特
に
遊
佐
町
で

は
制
度
安
定
を
図
る
た
め

平
成

年
度
か
ら
税
率
を

24

据
え
置
き
、
一
般
会
計
か

ら
の
法
定
外
繰
入
れ
を
行

っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
米
農
家
の
所
得

減
少
に
よ
る
対
策
で
は
、

基
金
活
用
も
検
討
す
る
旨

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

菅
井
巌
市
議
は
、
「
県

の
事
業
運
営
で
今
後
広
域

化
、
効
率
化
が
求
め
ら
れ

る
と
い
う
が
、
被
保
険
者

数
が
少
な
い
町
で
は
検
討

さ
れ
て
い
る
の
か
」
と
質

問
し
た
と
こ
ろ
、
三
川
・

庄
内
・
遊
佐
の
３
町
の
担

当
職
員
か
ら
は
、
そ
の
よ

う
な
実
態
は
な
い
旨
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

国
保
切
り
詰
め
の
た
め

自
治
体
ご
と
の
競
争
や

保
険
料
率
一
本
化

国
が
示
す
国
保
の
制
度

改
正
で
は
、
国
保
財
源
を

切
り
詰
め
る
た
め
に
保
険

者
努
力
支
援
制
度
を
使
っ

て
の
都
道
府
県
や
市
町
村

ご
と
の
競
争
手
法
が
と
ら

れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
保
険
料
率
の

都
道
府
県
一
本
化
や
、
広

域
化
・
効
率
化
を
進
め
、

市
町
村
が
独
自
に
国
保
運

営
の
改
善
を
図
る
こ
と
が

困
難
に
さ
れ
る
狙
い
が
含

ま
れ
て
お
り
、
注
視
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
研
修
会
に
は
、
委

員
と
し
て
菅
井
巌
市
議
も

参
加
し
ま
し
た
。

建築課入札結果（ ）内は予定価格
10月25日入札分

・市中央児童館児童遊園歩道整備工事（苗津町1番）（入札4業者うち1
業者辞退）
(株)東北ペーブ 1,950,000円（2,130,000円）

工期～31/1/24（落札率91.55％）
・市斎コミュニティ防災センター下水道接続工事（我老林字野中川原3
5-2）（入札6業者）
(有)トータル設備 2,700,000円（3,000,000円）

工期～31/1/11（落札率90.00％）

学校給食センター入札結果（ ）内は予定価格
10月25日入札分

・市学校給食センター連続式コンビオーブン設置工事（白山字西野148
番地の1）（入札6業者うち3業者辞退、1業者不参）
日栄産業(有) 54,500,000円（55,000,000円）

工期～31/3/26（落札率99.09％）

土木課入札結果（ ）内は予定価格
10月25日入札分

・大網下村2号線道路単独災害復旧工事（大網地内）（入札4業者）
斎藤建設(株) 4,250,000円（4,325,000円）

工期～31/1/25（落札率98.27％）
・平成30年災 第5957号 市道松根羽黒線道路災害復旧工事（応急本工
事）（黒川地内）（入札3業者）
(有)大滝組 5,360,000円（5,478,000円）工期～1/1/31（落札率97.85％）
・市道鳥居町切添町線上内川橋橋梁補修工事
中止

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
10月22日入札分

・市集落排水事業 羽黒中央地区黒瀬・西荒川第2ﾏﾝﾎｰﾙﾎﾟﾝﾌﾟほか改良
工事（その２）（羽黒町黒瀬ほか地内）（入札4業者うち2業者辞退）
山形空調(株) 62,300,000円（63,143,000円）

工期～31/3/25（落札率98.66％）
・市公共下水道事業 汚水1I040-1号ほかﾏﾝﾎｰﾙﾎﾟﾝﾌﾟ新設工事（湯田川
地内ほか）（入札5業者うち1業者辞退）
日栄産業(有) 83,313,000円（85,449,000円）

工期～31/3/25（落札率97.50％）

水道課入札結果（ ）内は予定価格
10月26日入札分

・神明町、大東町地内径100・150粍配水管撤去工事（神明町、大東町
地内）（入札9業者うち1業者辞退）
(株)諏訪建設 3,900,000円（4,130,000円）工期～12/28（落札率94.43％）

教
授
）、
鍋
島
久
遠
氏
（
医

療
生
協
や
ま
が
た
労
組
）

が
就
任
予
定
で
す
。

ひ
と
り
ひ
と
り
の
意
見

を
大
事
に
し
て
、
平
和
委

員
会
の
活
動
を
す
す
め

る
、
と
し
て
い
ま
す
。

左
記
の
要
領
で
結
成
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時

月

日
（
木
）

11

15

時

分
よ
り

18

30

場
所

鶴
岡
協
立
病
院
旧

デ
イ
ケ
ア
棟
３
階
大
会
議

室

今
、
憲
法
の
平
和
条
項

を
改
悪
し
米
国
と
戦
争
で

き
る
国
づ
く
り
を
推
進
し

よ
う
と
す
る
動
き
や
、
沖

縄
米
軍
・
辺
野
古
基
地
建

設
問
題
な
ど
、
様
々
な
平

和
に
関
わ
る
問
題
が
起
き

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
情
勢
の
中
、

「
鶴
岡
田
川
平
和
委
員
会
」

が
結
成
さ
れ
る
運
び
と
な

り
ま
し
た
。

代
表
委
員
に
は
、
梅
木

威
氏
（
共
立
社
労
組
）
、

菊
間
満
氏
（
山
形
大
名
誉

鶴
岡
田
川
平
和
委
員
会

結
成
総
会
を
開
催
へ

月

日
（
水
）

時

分
か
ら
協
立
病
院
で

11

15

18

30


